座位時間延長を目的とした応用行動分析学的介入:長期臥床後,起立性低血圧を有した症例 by 山崎 裕司 et al.









































































データを参考として ） 時間 日を目標に延長し，
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表 座位記録表
日 時 座 位 時 間 （分）
合計時間（分）
































































ていく場合を 強化 といい，その刺激のことを 正
の強化刺激 という．逆に，後続刺激によって行動
が減っていく場合は 弱化 という． 弱化 には，
行動しても身体や環境からのポジティブな変化が得
られない場合（ 消去 ）と， 嫌悪刺激 が与えら
れる場合とがある ）．本症例に介入するに当たって，
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